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1.緒雷

我邦に於ける紋近のみ・材供給欣熊では，所謂原資外務簡なる木材中に移しく見附され

る構朽菌に同る被害*も可及的集約に利111の要に遁ちれ，従ってflhlkρ樹4ーに就いて夫々

腐朽損耗立輸の比率を知るととが問題に主主りて来る。

一般には商客+:の腐朽部分は連続した阪城を形成し，その損耗部分の貴的決定を比較

的容易ならしむるのみたらす，被害樹幹の表面i又は附近に常設苗1裂が殻見され，夫れで各

菌載の生態土.の知見に去をいた被害本保材法を111いるととがtH*るが，主主に述ぺんとする禍

色孔献腐朽に於ては，立本時に外部より認め得る何等の標徴がなく，又採材後にも丸太断

耐に散:(Eした大形孔欣部が現われる場合と然らざ7.i場合とが起り，構朽孔AA部の中間には
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一見金〈健全と見られる*i1が介在するとと， ~尉朽を起i羽する小形捕球は伐木後孔JIX都内

壁又は健全部に近い悔朽材eu-.に一大試の偶るるに~りて護生し，樹幹外側には何等の異欣ー

がたい事等のために，資材調ft，土場丸一次検尺等に際し，意外の誤算を招く傾向を生やる

事費は質問の耐からもi:f.nに航する所でるる。
今より 7年前北米カナダの BIER及び NuB¥.E.<;2)，BIER， F()~仔灯干汀fl恥~R 及ぴ SAL川RURYSめ〉は

英領コロンピヤのク牛{ン.シヤロッテ応の森林内のシトカトウヒ大任本心材の禍色孔欣

腐朽に就いて報脅しtCo )うち其の腐朽JIX態，培莱崎締形態等に闘し詳述し，共の原岡菌は

菌躍11のー積 LentinusKauffmanii A. H. SMI'l'H n. sp.であると報ヒアζω 又同菌はアラスカ，

英制コロンピャ，ウオシントン，オレゴン諸州のシトカトウヒ分術地域に鷲見され， J~の

特徴ibる腐朽型lを'f..するのみならや，腐朽損耗度の手L:だしき鮎蛇びに良材としての品質低

下旬瓢itLi於て同地万激守'r'if朽菌諸柿の場合と匹敵する草要性あるととを指摘した.

筆者の一人亀井は，1ftぅKif>二道針業教樹t斡の心材腐朽に闘し多大の附心を有し，骨に原

閃菌の特性を調夜するのみならや，亦寄生樹木の範閥抗ぴに共の被持純度に就き研究を続

け，成果の報民・も束ねて来たが，今な公米段落のlH雌が砂くない3 従って上記 BIER等の

報交を受領以札本道~針葉樹に同椋憎朽m~のイ子否を槻祭の:-k，遂にエゾマツえ仰木に北

米に於けると同一腐朽の作するととを隊かめ得た。

偶々祭肴のー・人網frは林峡科卒業報交題nとして本項の研究を途行中，昭和26年 10

月 '1 1 111郡美深林務署管内仁字命事業医森林に材料蒐1~ーに赴いた際，妓近伐探された持1:齢ヱ

グマツ樹幹の根際断而に生やる榔朽孔(第 11制版 1) 内に，北米菌と li~ーと鑑定される欄菌

科の小形菌宣伝を探集するとともに，共の費生部附近の材H・より得た菌絡を対接すると，共

の諸性伐の一致するとと銑ぴに該菌紙上に野外と同ーの曲.茸護生を認め(第11柑版6)得た

事賞から，樽朽と}宮球の同線的諮明を遂げるととがtlr*t<ζ。又昨年9Jj上川郡清雲峡jゾ1I
普林宥管内第 35林班に於ても，エゾマツの大傑樹J-.に Ir~ー菌躍と樹朽を現やるとと(第 11

同版 10) を策~の一人に依って円確されたので，本選奈林内の他の例を確認し 従って-Jl:

等以外にも鹿島愛見さるべきを想わしめるのである。--J;我岡に於て針葉樹心材の褐色朽

に就いて報合したのは逸見武雄氏等のスギの場合， ~IJ'~和太郎氏等のタイワンヒノキの場

合11)抗ぴに千奨修氏等のトドマツの場合6)等に過ぎない。爾も赴等は執れも，共の腐朽型

抗ぴに原問捕の駄に於て，本報舟の場合と I，~じでない。ぞれで原悶菌に到し，エゾナミハ

グケなる新稀を附 L，共の一般的性坑批びにエゾマツ材幹に及ぼす被害事項tL~噴いて報情

する。

本研究に消費した'貨l1lのん部分は， 支部学f主主ぴに北海道鹿の科壊研究費で来耕したの

で，そのととを明記して感謝の意を表する.又報告費炎に闘し多大の御!手志;を単うした北

大横手守;f:-+-長佐藤義夫教授，標本r.. iZに闘し助討を興えられた早務大感今井三了・陣士，標本
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誼ぴに研究材料蒐集に封して，種k御援助を賜りた美深林務署長花1'11勝雄氏，上川替林署

粧普課長三flD静夫氏に封し，筆者等の衷心よりの謝;立を挙り度い。

11. 腐朽材の特徴

a) 中川郡美深林務署管内f:学術事業l孟内で， 昭和26年秋季に伐採したヱゾマツ生

立木第一丸太(元日直保 1m)の断面材心部に於ける腐朽孔AA部町教はん小 16f闘を算した。

各孔AA部は不規JlIJに散在し， 時には建材部の損傷筒所と連絡して居った。 大形のものは

40x 12cm (長さ×幅)で，幹の周縁に近〈位し狭長崎幽して居たが， 中勝大 (11.4x7 cm) 

のもの，小形(1.4x 1cm)のものもるり，類凶形，角形，不規JlIJ1J:輪廊のもの等が見られた。

叉定澗部の内壁から耳元出した腐朽材)¥・に依って孔紙部の縦の長さ制を計ると 30x10cm， 

拘 x3.5cm，却x2.5 cmc， 17 x 1.6 cm等のものがあった。

BIER等2)がシトカトウヒの場合に就いて調停.した雌で、は，個々の孔首長部は脳蹟いレン

ズ形で，長さ 12-24inch，制 4-8inchに及んだとあるが， 上述仁~-fljエゾマツの場合に

比しややた形でるる。 mしエグマツの場合は観察被告本がj'jt1'L1本に止りて1沿ったので，
共の数fdi.の公11:は望まれや，今後の将調に侠つのほかない。民iに孔AA部の内総には晴樹色

3とは持制色の組裂性樹色腐朽材)\・で充満される場合!ドばt長光・される場合又は全く 6~洞と

なる場合等があった。耐して範裂性樹朽材の炎耐位ぴに時には腐朽初期と忠、わるる材IllH乙

も白色菌.綿叢が油紙AAをなして見られた。又予し服部に隣接する材部は多くは健全に近い色

調， ~震度を示し，共の腐朽部との境は著しく念激且つ明瞭でるった.但し或る筒所では微

紺色又は紫梢色で，材質柔軟となり，孔欣部初期の欣態を位して!t;tc.o J，I!に斯かる樹朽の

到法ーする地上白iに就いて調査したるに，第二丸太の元日断耐に於ては土誌の中械に該賞す

る腐朽孔3筒，又第三丸木;の元日断而では 17x14cmの菱形のもの 1筒のみが斡の中央部

に見られた. 換三すれば，地上24R，恐らく賞際は今少し上方にまで建して居るととに

なる.一般に樹幹下部に比較的腐朽が甚だしいととが認められた(第I刷版 1)。

b) 札幌市綻谷製材エ場に於て，札幌管林署管内園有林より搬出されたエゾマツ丸太

(元日l主将[1 m)に現れたのを昭和126!.I~ 4 JJに観察した。 その下端断商に見えた'M朽孔欣

部は 3筒で，共の大きさは 11.2x 4.2 cm， 9.8 x 3.5 cm， 9 x 5仰の{哀を有し， 凡でレンズ

形を呈した.ぜしの内部はaの場合と同様君主腐朽を現じた。叉木口断面II'Lは尚朽孔は見られ

なかった。更に之を縦断した場合には・，各孔は夫々 42x8.5cm， 37 x 10 cm， 30x 9cmの

径を有し，中空で，側壁は茶制色で組裂を呈し，やや軟質化して民たのみならや，亀裂両

ーに添うて白色菌締叢をこ認め得た。以上茶補色の腐朽材片をと指聞で暦きすると微細粉末となっ

た。而して健全に見える材部との境界は明瞭な場合と漸号えに移り煙る場合とが見られた

(第11刷版7参照)。
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なお以上と全く同ーと忠わるる被害丸太は，昭和23年9月13日札幌郡息庭村，忠能

密林署貯水-場のエゾマツ丸太(下底断面l主任4Ocm)にも認められた。但し此の場合には断

由.に現れた腐朽孔は唯 1箇のみで， 1Ox5cmにJ-f.り楕凶形をこJ決した。

c) 上川郡上川村，上川脅林署管内居室峡経緯雨第 35M-班内の一局所で，昭和27年

911241:1筆身亀井紘びに共の他の有・が，エゾマツ倒木に於て認め之をと観察した。 此の被

害木はよほど以前に倒恋し・たものらしく，共の樹皮は一部剥脆して水質が露出して居-た。

恐らく紋近に道路設定の矯め幹の一部を切除した建材と思われたが， 共の断面に 15-16

簡の大小の腐朽孔が露出し，本ろ幹の周縁に近〈分命して民た。又幹のー側では腐朽孔の

縦走のI¥k況が明かに示された。叉他側では，一様な腐朽極域があり，共の材心に由.する縁

端に 2-3筒のUンズ欣樹朽孔がイ許した。 そLて比較的健全と認められる領域と腐朽匝域

との境にエゾナミハタケの幽輩が生じ幹側にも数箇設比された。樹朽孔の大きさは幹の

断面で 10x5cm乃至 2x2cmのもの十数簡に及び，又縦の方向には3Ox4cmに及ぶもo

があった。叉以上の如き・1高朽の幹全体としての止りは 12mに及ぶと伐本犬は語った(第11

刷版 10)。

ヨたに上述材料品 bに闘して，その腐朽孔のIUII1:介先する各種憎朽進行粍度の材)干につ

いて夫れ夫れ薄い韓片を作り， CARTWRIGllT氏6)の Safranin-Picroanilinblue法に依って

染色した。即ち上記桜H・を載物船了・j二に置いた値で・，極〈制時IUll%のサプラユン;kj餅夜

で染色し，ヨえいで徐分の色素・を蒸傭7Kで洗い去り，長iに Picroanilinblue液を加え，泡の出

るまで静かに温めた。更に茶筒Jkで蝕分の青色色素を除去すると，本化した制胞膜は赤色

に，菌締は青色に染め分けるととが11¥来た。叉以上の操作を行った被J¥・に附する鏡見結巣

を要約すれば，

1) 暗制色に嵯じた軟化材部は後H・を作るととが出米十，従って鏡見しなかった。

2) b材料の晦朽孔に隣接した部分では菌綜が認められ， 11っ一菌締は恨導管膜壁の他

に重縁孔を通過するとと，主主びに腐朽にi学う椴導管膜壁の破隙が認められた.

3) 腐朽孔聞の健全部と見られる材部では歯就が似導管脱墜を貫通し， JR縁孔内を通

過するのが認められた。

lll. 原因薗の分離培養

(1) 筆有・の一人網倉は，前記した{:字布袋一業凶内エゾマツ大便木第一丸太断耐の大形

腐朽孔壁聞の材J¥・から研究!日歯.締を分援するととが出来た.詳言すれば，材月・の一部を分

割し共の各々を炎商殺菌し，一方岬lれ阿佐作って，要F茅袋犬， J.M鈴薯袋x.の試験管培義

基の上に置き， 230Cの恒温tc保ったrl}j"， 或る材片からは白色曲.紛の排11¥するのを見た。之
を別の試験管内培持基に移し， 生長する乞侠って観察した。 便宜上此の歯.綜を BN!と稀
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した。

f旬以上と同時に，上記大形腐朽孔内に生じたエゾナミハグケの子賞休組織からも分難

~行ったが，雑菌等のために培養に成功しなかった。

1) 菌叢外観

使JIJした5積培義基に依って多少の諮はあったが，空中薗絡は脱して符生し，比較的

長<.最初は白色綿毛*たであるが，時を経ると淡黄白色乃至梢色となるととあり，或は繊

AA或は薄布蹴をj乏した。移柏:後9-13日で菌叢友商.に屡々菌紙集結にl亙るIJ、隆起を多数に

生ヒ，初めは但 lmmに過ぎないが，時と共に摘大して5筒H後には lcmに注したものも
るった。 斯く小隆起を生すや志るととは BIER及ぴ NoωB河I

る菌菌.綜を培養した場合にも現れ.JI:の崎義的性質記録の結末に『ペトリ皿及びぷ験管内の

すiい培養の小粘首多き表面は特異的で，他の多くの種類の崎譲の外観と比較するとl盛別が

出来る』と述べて居る。(第 11組版4.6) 

又搾 8.5cm のペトリlIß.をと菌綿が全〈被覆するに約 :3 週間を~1きした。 而して 20-初日

後には室111菌締は黄・色ルヨミ黄銅色となるとと1:速の如くでるるが，前述の小隆起の附近は

特に共の傾向が茜だしかった。長1に茜だしく古いものでは紫補色を笠した.

又先行菌締匝域(AdvancingZone)は，空中薗綜の領域より挺に lcm程外側に迷L.共

の外蝉は千滑な線をと剖L. ペトリ皿培養では殆ど完全な凶州を形成する.但しかかる部分

の菌叢は茜だ締越なため，一見した鹿では不鮮明でるるが，輩を取って反射光線に依って

明かに認識し得る科ュである。 NOBL臥 7)に撮れば，北米に於ける LentillusKauffmaniiの場合

にも以上述ぺtdl(な特性が認められるととを記して居ると共に. r若し此の先行菌総凶域
の特異的菌綿を観察し，之をこ検索夫範型要素として包イ{せしめると，共の範WJ.は他の何れ

の種類のとも一致しない』と述べて肘る.(第1刷版 3)

2) 鏡見菌綜形態

培養基上を先行する歯紙は，薄膜で不鮮IIJj. 11詳純t.;.隔墜を有し，属身分岐し，且つ分

岐後には拘子体を作り易い。時に菌締の炎而に華1':欣又は梓AAの結Ifhを多数附着するととあ

り，細いものは1.5-2.2μ，やや太いものは3.3-4.2μ あれ

ーたに空中薗綿に於ては，その外脱は或いは"'1"滑たとと，或いは波紋の輪隔をと有すると

と，或いは又根で:欣に小形突IH部をイ{するとともあり，薄膜のとともあるが，又尾身!手膜

で隔壁及び内院少なく，内容殆んど猷如lし，屡々分岐，一般に透明..ftつ著しく強級の感

を興うるととがある。そして斯かる菌締は培養後時を軒~tc菌叢の上面を緩うものに見られ

る. NOBLES7)はかかる菌綿を所泊“Fiberhyphae"として取敏い，共の特徴を明記して肘

る.又空中菌綿の中には時として黄色の内容を有するとともある。謹観した菌綜細胞列の

中で，或るものは内容を有し，他は金〈空であるとともおる。太さは 2.3-3.6μの細い等
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慌のものが多いが， 又一部が膨大して委消栂欣を旦した部分(任5-iμ)をと有するととも

あった。拘子休は多〈は分岐鮪の附近に存夜した.

更にt校長基体の ~II にやや深〈塩化する菌赫は一般に突起，隔壁が多く，従って薗綜の

外縁は千滑でないととが多く手脱で内'各の分I~! しないとともあれば，薄膜で内部が認め

られるとともある。かかる場合内'各は制粒x犬で，細胞内を充満するとともあれば又液胞を
多く有するとともある. 菌締も細くして 1-2μのものもaうれば，やや太くして 4-6μに
至るものもあった。結晶は一般にえ形で，八而休のものが多<，単一のもの， 2-3筒横又

は縦に連合したものもあった.

a) 曲.臭

移紘後3遡附を経過した税のものでは左粍認むべき菌臭はなかったが 6遡t}J1前後の

ものには艇微な曲.載の臭，又は時に魚央を感じた。

4) 各組培長基上に於ける菌綜の生長

a) 生長欣況

i) 醤油袋天崎養基

接積後2日日に接種J¥'の空中薗絡がfrll;長し増益基上にi生した。斯かる菌締は長〈且つ

神iで，共の粍度は馬鈴薯謹ミメくにつぎ大であった。又定11I菌.絡は純白色を V-.し，此の駄では

他の執れの崎接基に於けるより秀でて居た。先行曲線はその端より制約 1cmに氏り室中歯

綿を全く扶如し，先行菌締闘の総端は反射光線を以て認め得る。かつ共の輪廓が平滑で，ー

全体として見事た凶形を旦した。 12日日で接種貼より約2cm鰻れた成に，環欣に菌締小

降起(保約 1mm) を多数認め始め 1 筒月後には小央付.~2cm)以外は悩0.5-1.5cmの帝欣

部を生じ共の炎両の薗綿が多数の鮪欣又はも皮般を決し，制色(肱皮色)となり，慰iの頂

部は特に浪〈着色した。

ii) 奏芽寒天培養基

空中薗綿の'接種貼から伸びる程度及び生長の尖端のj伏は i)と異らや，又空中!薗締は醤

油寒天， IG鈴事事選iメくの場合より縦い。 ['1色を主する程度もやや劣り，黄色味を帯びる。菌

紙、の小隆起を.生やるは 13r-j日以後である。 1筒n後には，曲.締の将i度，生長度の異る部
・を放射x犬に生じ，共の部分は補色を呈した。 40日後には蜜柑色(Orange-Buff-Buff-yellow) 
を呈するととがるった。

iii) 隠鈴誓寒天培養基

2き中菌綿の長さは5積培義基中紘一えであった。叉I'-t色度は i)に弓たいでたであった.接

種後5H頃，疎かた倫紋を生ヒ 9日tIで倫紋に添い又は放射}j向に菌綿小隆起佐ダIJ生し

た.小隆起費生の賞現は5栂増持基中放も早〈認められた.131-1日には初旬箇綿はペトリ

血iの側壁に述し，空中薗緑、の護逮また慌んで，小隆起は廓kしlりj瞭とたり 1筒H後には，
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企画に散命し倫紋は次第に不明瞭となった。小隆起の数及び共のんきさは放も著しく，ん

なるものは傑 lcmに述し，ほぽ補色であった。

iv) 玉縄黍粉末袋X:l荷主基

定中薗締は殆んど認め難く，且つ制旬歯綿は誕だ疎で，白色度も僅少であっte" 1~ 日

後κ至るも後種黙附近 lcm内外に鋭かい菌綿を認めるだけで， その外側は殆んど崎益基

上を薗締が倒伏した欣態で仲長し 1箇H後に至るも，空中薗赫は極めて鋭かく疎で，た

だ光世献の段射AA配列が微かに認められた。培義基の色は黄色味を帯びるに至った。

v) ツアベグクス合成裟天培義法

袋小曲.締は iv同様搾だ短かく，殆んど培養基上に倒伏し，甚だ疎に1111;長した。薗締の

ド1色度も ivの場合より優って肘るが， 1.記事旨認めるに困難を感やる程で極めて疎かな輸紋が

認められた。 10日を経たもので接種駁iから約5cm緩れた所から lcm耐の宿欣部を生じ

ととにやや長い空中薗紛が認められた。材持基の色はやや;貨色を帯びて尻ft.ζ.

b) 生長窪度

5椅のま氏義主主に於ける繭綜の生長漣度(繭叢也侭)を測定した結果は，ZfH・ぷの女uし。

日厳

days 

。
1 

2 

3 

4 

白

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

歯車1111 各積f音養基上前線生長比事責

Table 1. ShowIng the mycelialgrowth on伺 .chof 5 different agar media 

書普委主正裕類 media 

ヨEヲF寒天 .1&鈴著書写天 | 玉罰黍寒天
MaIt agar . Potaωe agar I 白rnmealaga~

商事最長 (cm) mycelial length 

総量 増1加日量 総量
1日

鍵量
1 ¥:J 

目凶 含増詰加;量1i 
ま曾加量 増加量

" " " " " " 
0.52 

0.50 。 0.40 。 0.52 。 o.ωl 。
0.57 0.07 0.50 0.10 0.63 0.11 0.50 。
0.78 0.21 1.03 0.53 1.25 0.62 0.70 0.20 

1.34 0.56 M3  1.00 2.17 0.92 1.26 0.76 

19J9801100b76 1 
2.81 0.78 2-.66 0.49 2.00 0.74 

3.68 0.87 3.71 1.05 2.94 0.94 

3.08 ! 0.47 4.40 0.72 4.89 1.18 3.62 。届
3.61 I 0.53 5.18 0.78 5.50 0.68 4.44 0.82 

3.96 I 0.35 5.ω 0.72 6.11 0.66 5.25 0.81 

4.46 0.50 6.55 0.65 6.75 0.64 5.77 0.52 

4.93 0.47 7.26 0.76 7.33 0.58 5.78 O.2'J 

5.3:~ 0.39 7.88 0.62 8.18 0.85 6.36 0.38 

醇21 〈器越硬"すに〉

"'"T.~'''''万語.，.夜寒天
Zapecks 
Svntl同.icagぽ

総量
1 1I 
増加量

" " 
0.48 

0.48 。
0.55 0.07 

0.86 0.31 

1.53 0.67 

2.48 0.95 

3.-13 0.65 

3.82 .0.69 

4.39 0.57 

5.劉) 0.81 

5.64 0.44 

6.41 0.77 

6.80 0.39 
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之より見るも明かな如く・，故大生長・を示すのは防鈴袋寒天増益基の場合で，之につい

で姿芽謀犬， ツアベックス合成裟X， 玉樹黍粉米裳犬，位~に醤油寒天培・益基の願であっ

た. そして 1Hの故大生長は応鈴薯寒犬第7日1.18cmで，線、生長の紋小な醤抽象天で・は

1fC 6~円円の 0.ï1 cmが 1日生長量の放たなものであった.

5) BAVENDAMM氏反肱

1Jt.iA:菌は共の腐朽材の外観的平織から推して引かに織維素分解歯であると思われた

が，よ~して化峡反憾に依っても然るやを決定すべ<， BAVENDAMM氏提唱の般化帯形成試

験を，試みた。 lうちt昼食子酸及び単本敵の各々を，犬々h加"J附目柴品の浪度度.を異f忙乙する 5種の路

鈴喜薯事袋裳-犬培養基にに、4本ι菌薗締を移4杭怖杭[lしし/， 9日後κ歪到IJ陥るまでi持手日の仲長度を測也しし， 菌綜生伝

阻d止1の科粍エ度と融化帯形成の欣態を観察し:たた。其の幸UJ県は第2・炎の虫11し。

日鮫

days 

.21量 殺品加JII~鈴砦煎汁雪辱夫書普.基，1:商事車生長と齢化格形成 (cm)

Table 2. S加wing位lemyceliol grow白 onpotatoe agar medium 
add叫 withr銅gen旬 anddiffusion zone formation 

| 一-，---~~生一向CMmiaL
日子融制ic凶 | 皐響機 Tannicm組

泡 1変 perωntof chemicals 。I0.06 I 0.1 I 0.2o I 0.6 I 0 0.06 I 0.1 I 0.2o 0.6 
一一面一線 T石m)一一両面IiaClength一一一

。ω|ω| 附 :ω4ωoI附 I0必 |ω4 Iω1 蜘

0.66 I 0.48 0.66 0.64 I O.ωI 0.66 I 0.62 0.64 I 0.61 I 0.68 

0品各 0.48*I 0品川 0.64 I 0.60 I 0.66* i 0.62* I 0.64誉 I0.61* I 0.68 

1.20 I 1.ω I 1.03 I 0.64川、 o.駒場 I1.20 I 0.82 I 0.64 I 0.61 I 0.68 

1訓 I1品 I1却1.21 0.6(¥ 1 I訓 i1訓 I0.70 I 0訓 10島義

2州4釘7I川$ω制0飢1川I1.9脳2 川“|附|げ2.47
2訓 I 4.2幻1 ! 2ω 思 2.10 I 附 | 捌 1 2-・部

4.同 I6油. 4.16 2.47 I 0.60 I 4.60 3.11 

6.86 6.82 6.37 2.75 I (l.o0 I 6.85 I 3.77 

。

6.40 I 6.47 I 6.40 I 3.33 I 0.60 I fi却 I3.ωI 1品 I0.51 <1.∞) I 0.68 (1.伺)

.• ・
“ 

必

官

民

o
a
o
"
d

。。白砂

仏鈎 I 0.61 (1.ω) I 0.68 ().側

1.49 0.61 (1.∞) I 0.68(1.∞1 

1.58 0.61(1.伺)I 0.58 (1.∞) 

備考 1) 0 H生長とは移継傭Hの前書E筏{雪辱天11ーを含む)。
2) 0%は告書)l遅滞.基に於ける生長。

3) 総事正内積字は回世化幣直径を示す。

4) 4s-濃度毎にベトリ皿2枚宛を使mした。
5) 婦は空中画面総を.生じたる時を示す。

以上の結巣よりすれば・4>:繭は，淡j達子眼力日JIjの場合には 0.05%以上の濃度のときは，

敵化帯は全然形成されや，峨 0.5%の上場合に於てのみ診t;l:J¥'が梢色となった. 従って旋食

f.酸に闘する限り，本簡は BAVE1'iVAMM氏に従へばセルローズ溶解菌であると言い作る。

な会商締の生長は 0.1%迄は殆んど無h起用の場合と礎化なしむしろ良好な{立でるったが，

0.25% にあっては~Jl~i与が見られ， 0.5%に至れば移，ff(袋尺J¥・は空中薗綿を生やるが其の後

生長せす=設一育者~.停止した。又持it.1!解離力日月1の場合には， 0.05%のときは9日目菌叢乎均也候
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は3.!J9cmであったが酸化帯は全然生じなかった.0.1%の場合には9日刊に乎均也傑1.65

m であったが限化帯は全く生ぜ歩， 0.25%の場合には9日討に到るも大きな餐化はたく，

酸化帯は2伎のベトり皿の中で 1伎にるりては5日を経てl丘担 lcmに及んだ。 0.5%の

場合には移布直後4日で移厳寒天月-j二に空中薗赫を生じたが 7日11には倒伏したまま全く

仲~十生長が停止した。 しかして酸化帯は0.25%の場合と同じく δ日目の直径約 lcml'C

速しやや濃い色を廷した。 之を妥するに 0.05，0.1%の場合には金然酸化帯を生ぜ歩，

0.25， 0.5%の場合には5日日κi副集約lcmの淡い梢色の酸化帯を作り 9日目には浪く

なる程度でるった.薗紙の生長は浪度の浪くなるにつれて阻害せられ， 0.25%， 0.5%の場

合には移撤去パ片に盆『ド歯絡を生やるのみで，崎長基上には全然Nlびなかった。之事より

見れば ïit~lギ酸加川の場合に闘しでは， 本菌は BAVEr¥DAMM氏に従へばセルローズ溶解

繭であるとのがりとが不充分ながら示されて居ると言い縛る.

6) 培養基上に護生したf賞休

3毎芽袋X.!首長基のA験管内炎幽.に昭和2611，121116日に筆者網倉が本繭薗綜を移継
し， 他の場合とI.. Hli23"Cの恒温に保ちてt首長を織観して肘た所， 薗紙は次第に生長し兇

に成熟し， やや老化したと.忠bるるとき， )~ち移組後 4 箇Hにして，昭和 2Hド 3 )J に亙

りて，培益基のよみに，小形の子賞休を費生するのを見た(第I刷版 6)，。 子賞休に舗がつ

いたのは多くの同拡[!if養成験管を願書き中金〈放感]せやして遭遇したので，夫れ主主の経過等

は仔制に記録してはないが，附近には上述。曲.紙の隆起が多数生じて居た.共の附部の形

M，菌.摺の外縁に現れる歯牙欣凹凸噌;は自然に生じ， 子賞休の場合と甚だしく酷似して居

る。但し増長基より取除いて共の構造位びに胞子等を調進しなかった.又此の外にも2本

の式験管内に{.貨体を比たが， rs良に示したほどの完全なものではなかった。 BIER及び
NOBl必めに撮れば， 正常の子賞休が時に比較的古い試験管内培養に生じたが，J;t:の費生

は除でるるが同めに之を以て培養菌綜鑑定材料とするに不泊嘗な意を表明して居る.

。)附和2611:4 H 25 11札幌市紙谷製材工場にあったエゾマツ被害材腐朽部附近の材)I-:o・
ら筆討のー・人組井が分殺した薗紙(便宜上A型&稽した)I'C闘しでも， B型'，-;j棋培養薗綿の

肉眼的，鋭J!的並びに比較培養的翻察を行つアc.

而して前述。 B@.と異る妥瓢は次の如くである.

1. B型では歯紙がペトリI皿培養基j:を1rll長して行くとま，共の尖端から lcm内外は

室中薗締を生ぜや，又やや時を経た後の空中薗緋は菌綜の集まりにJjJる小隆起を生じ時

と共に貨制色に着色するが， A型では生長の尖端近くまで空中繭締を生じ古い萌.叢に小

隆起を殆んど生じない。 X'7音色少なく菌叢がf':1色を保つ脱度がはるかに著しい。

2. 鏡見的の菌紙の性質はA，B嗣砲に認むべき匝別がなかっ'tc.

3. 5極類の崎益基J二に於け.る生長の欣況に闘しては，崎長基の極類にf去って，各々
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一様ではたいが，一般に B 型が AN~より建かで，耐.有-共馬鈴薯空襲天培接上に於て放火で，

奏芽裟:ベ培養基J:に於てペトリI且を-}jから他方に被覆する時1111は， lH砲では26日， A型

では34日，Jうちほぼ4-5週間を要した. 此の賦に闘しては BIER& NOBLESわがシトカ

トウヒに生やる LentinusKauffmaniiの場合で r菌叢は初め白色で共の健止まるか，又は
“Pinlcish buff"又は Cinnamon buffの匝域に 1>-6遡後に護法する』と記してある底を考慮

すると， A， B嗣型の性質が共に包含される棋にも足、われる. 一万共の培養菌綿の繁茂扶

況が完全に一致せや，IJ、階起も費生せや，且つ封峠培接の結果に於ても明治、1.;.雄蝿現象を

示した事賞等から考える，，=，嗣有?が互いに異なる系統であるととも認めざるを得泣いと思

われ乞。

系統
Strains 

8
2
2
u苦

ganha
。

(ノ

1
プ
ル
ス
氏
)
硯

北
米
シ
ト
カ
ト
ウ
ヒ

日〈
本南

北云

き3
ゾミ
，ツ民

会s

間

同選

上3
B i 
者!o..:; 

s 

.3重量 エゾナミノ、9ケ培養前線系統比較表

Table 3. Showing the∞mparison of culturωof L6nt伽制KauJfm側必

項目 ltems 

前線生長状態 | 鋭見的画面総性質 | 備 考
Grow仙 habits Micrω∞'pical structure R制narks

商事亀の生:昆は中-， ペトリ皿
を被覆するに 4-5週司~.す。選
鵬首織の領域線機は平滑，制1
cm，反射光線にて認め得。直面.
の色は初めは白色，業の鐙に11-.
るか叉は時と共に淡事E禍色より
補色，密着，小突包を生ず(1-
lOmm)， i畳食:(.酸は離電襲被t者養
基上に於ける械化幣形成ないか
叉は鯵ぃ，雨培養基上に.生長包

らず，臭強〈不快感1.)9。

強.級生・良中Af， ベトリ皿を被
覆するに43且を要す。豊中薗線
と池康司直線領滋はほぼ同ー，時
を鍵るも小隆起少し，叉は金ぜ
ざることあり。前線は肉色，色
の.化少L，白色の程度大，豊
中薗総は比般的:IlL。
f畳食:f敵及び単惨敵加則にI旬
る械化I，lf形成惨いか叉はなし。

~き酋臭~!I。

商事車生主主度中Af， ペトリ皿を
被覆するに4遁l勾を要す，違反
前総領域の列、量産は平滑， Mlcm，' 
:Jtの場は反射光線で見ることを

得，菌鎗は最初白色，後次第に褐
色，資補色叉は轟r.色，表面に犬小
各種の 0.1-1巴m に亘る突111部
を月比ず， j量食子高密及び.11'.*般の
培養基上に敵化婚の形成ないか
叉は診ぃ， 0.5%のとき，はじ必
て生長中止す，首臭微かにあり。

域住菌織は多節，有隔，章者品
は多〈は八iIii体，空中前線も多

節有限，繊維酋織は古い熔餐に
す・す。進展領域の商事車は若草膜，
不鮮明の隔峻あり，分岐多し。
知子体を有す，A:さ 2.2-3.0μ

理:存ー前総に内軍事あるものとな
いものとあり，内符あるものに
着色するものと透明なものとあ
り，知子体，隔略共に多し，空中
商事車は太〈して突起多<，隔聖書
あり， 11.つ初子体の多いものと，
翻〈して隔R青少し分岐タきも
のとあり，結晶は8-12薗体，進
展的・織は膜務〈隔墜を有し，昆
分岐す。太さ 2.(ト2.8-2-.5-4.2μ

埋i雀酋毒患は小形突包多〈輔明
も多い，内脊あるか叉はない
針欣結晶を倖号。
空中前線は凹凸隔膜多〈膜壁
着色するものと，1'1:膜透明で隔
燈~いものもあり。

進展商事車は型車膜，分岐す，初
ごr-体叉多い。

太さ 1.6-2.2-3.3-4.2μ 

腐朽材，子賞体組織
銭ぴに御子胞子獲芽前
線より線科培獲を得て
共に同ーの性朕を唱す

絡餐主主は多安F汁寒天格
餐払

相，幌市紙谷本工場貯
水場内(札幌管林署管
内林より来れるもの}
丸太に現れたる腐朽孔
附近の材より得たる純

符培養。
f者餐主主はヨ修費F汁寒天
培養幕。

天E値闘中川部仁字耳Ii
道有林エゾマツ火種木
(第I闘版 1)fD腐朽4L
に泣き材育部より分隠し
得た純将士告書展。
熔餐基は上と同じ。
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IV. 原因薗軍形態と分類

1幻) 子賞休の外形

a幻) 昭和 2鉛6 年 1刊OJ川H仁てプ寸，ゴ~j.~ドさ角俗iで、ヱゾ7 ツ土上.に採集しアたζf

f的';'jを按撰.み，申Il部主主びに柄部のんきさを iJIIJ~ した結果は弐の如し。

.411 エゾナミハタケの子賞f本C大きさ
Table 4. vu 

d

附

倒
・
畑
一

I

蜘
側
一

叫

-F
一項

削‘

a
-

自
加
一
要

伽

仰

一

時

'm

一

.m
吋
-

Fμ

一| 嗣 llmle国 i 柄部 lS蜘
長、復紙従 長さ|太さ

一一一一一_~._l竺堅位四)!塑世皇IllL_Lel!旦I(哩1 唾恒竺翌(cm】
1ωM  U U-M  

番 号電

No. 

2 1.9 1.7 2.5 0.4 

3 1.1 1.3 :'.0 0.2-0.:1 

4 3.0 ~l.O ~.3 0.3 

5 1.2 1.2 5.0 0.3-0.4 

6 .-.，..u ， 2.0 ~).ó 0.3-0.5 

7 2.5 2.2 2.7 0.3-(1.4 

8 1.9 1.8 1.1) 0.2-0.4 

9 2.6 1:(; 1.5 0.3 

10 1.8 1.0 1.5 0.2-0.4 

範図 Range 1.1-4.6 1.0-:tO 1.5-5.0 O.~-O.ó 

平均 Average 2.38 1.88 M7 

b) 昭和 27/，}" 9 JJ 唐f誠決でエゾマツート.で保集した[.賞休はやや熟期を過ごして肘り，

新車1で正常なものが砂かったけれども，大様前記のものと近似して舟た。

c吋) :!崎庁3義を去恭主上に生じた了子J貨，貴責:休 j上'3主姐辿A主l住Lし7たζ如〈し， 若萎F月三立袋建犬t崎情3禿芸』基左上に生じ7たζf

前後を通ヒ 3向・を翻察するととがtl¥ういたが， Pffd f，f;jのみほI'!'正1ji;な外形を》した。之れ

にありては，申Ii部の何は 7-8mmで，繭柄の部は倒めて制かく 11.つAょく，白紙の械の如く

見えた。

2) 子賞休の構造

.11部の{~~はJjぬの如く 1-5cm で，外廊ー・般にはほぼ凶形であるが，時には共のー・部

分で凹入或いは樽入し， ~ió附形叉は筒同形を'乏し，多くは中尚となり，総t主主主初内向して

居るが，時と共に.L1~.tl!となり，古くなるとややJ二 riÍ]となる。

夫両は乾燥し，紋初はJ:T:主にr'J色のおil毛を生やるも，次第に千滑となり，光搾-を失う。

汚白色より肉色乃至皮革色3ごいーし，全く成熟すれば災禍色又は鮮明で・ない戯色を!止するが
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車E色を1するととなし。

肉部は柔軟であるが，多少~rlift を有して軟'l'Ht，淡紅色)~至汚紅色，又jjfi常の菌:娘央

抗ぴに菌;曜味をイ{す。

歯槽は¥11'1集し，健かに出生するか又は事ろ』院生の傾向を虫し， J与の米高'fJは一的.柄の炎耐

に低い校総省と形成して l-:1cmtLH.る。

的摺のtMは，狭きものとやや聞きものとわり，前後の制はほぼ同一で、，r't色又は淡事1

樹色を悦し，縁地は微小な牙繭欣を示す。

菌.柄は長さ:1-6cm，太さ 2-5mm，ー・つの{¥l.1体にありてはせ:保，やや懸く，中央性

えは偏心t't，時には殆んど側主主するととあり.色は申IJ部の夫れと同ヒく，故初は申11部と同

掠に白色~~す.内部のI却は紅色，柄の主主部はÍI色フェルト AAにて的叢jl}\ を'止す。

胞子はkt区乃-6/1，保Hq~21! なるも稀に :1.0/1に挫す。 ffi同士議形叉は轡的，平滑，透

明，沃ぷ・に{J{る澱粉反肱をj予Htや。

格子柄の中1Mなものは長恨揃I!，気it取5-6/1，尖端に 4儒iの胞f-を附け， i天ぷを以て

庇.f11¥すると淡泊:色となる。

側}j剛主体 (Pleurocystidia)は多数あり，長さがJ}(ゆI!，制約 10/1，透明，矧似凶器形

又は中央部膨えす。

先端剛毛体 (Chcilocystidia)は多数あり，};:さ ω-1201!，制 3-711，頂端は通常H'iか

に目巴!手，中部は匂;慌である.

前摺の賞11は等質，沃素に依って殆んど諸色せや，制〈且つ殆んど:並行に走り，幾分

鈴綜した菌綜を以て構成せらる。斯かる蘭絡は隔壁の所で松も太く，多数の初子体を認む。

申1I部の貫πは等白，共のJ'.耐には傑4-51!の上向きの細い繭綜集闘してM欣の毛を生
や，乳管欲的綿をイ{せや。

前柄の表的iにも微毛を生やるも，制i郊の上耐.f'r..に特集せや.

3)分類

以上の如き形態的特徴を有する菌僚の分実質的Jii]~に附して考うるに， J与のt笥摺の外側

縁端の歯牙欣怯刻あること位ぴに併i部，繭柄等の貨抗の強敏なとと等から， U}jかにナミハ

タケ嵐 (Lentil凶 FR.)に属するととが知られる。而して少なくも1:字布I琶のエゾマツ上の菌

ー僚は共の柑部の大きさ，菌.柄の太さ主主びに剛毛体のたきさ可¥tL闘しては多少の主呉はある

も，分類の・要瓢である挽子胞子の形態註ぴに大きさ等に於ては，全くよく北米のシトカト

ウヒに生やる Le'lti刷 sKauffmanii A. H. SMITllに一致するととを BIER及び NOnJ.ESの報

告・!)を精識するに及んで・痛感した.

加うるに共の櫛朽材から分繰し得た一白締の精義的性質，殊に}省赫集合による小隣組の

建生，先行一的統の特性;抗ぴにI高朽却の特異性等から推察すると，較しく我が北海道菌と同
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ーであるととも忠わすのである。 NOJlI.EsR)は，木材樹朽捕の培養のli，l:.Eに附する検索表を

質表した際に 11簡の Columnsに従って11的的.の特性を現わす持統を決定し之を排列し

た槍索範型 (Keypa~tern) を作成し， :f;t養菌締の分業fi.lf.~的位置をす手易t'C!知1 b件る様の試み

をした。そして北米に於ける LentinusK4ull1ll4niiの場合の槍索範裂は 21(1.2) .19222 (23) 22 

でるるとした.1t持労-がエゾマツ被持材から分機L:l:j}jlをした前線について， NOR!，郎氏の

Columns から定めた範m~に於ても-'-:記と一致した.放に北米の菌剤杭ぴに増発を米だ賞際

に見たととはないが主主には同一菌とl.iJ:.Eし度い。 一万本道rEレIItinus に附する今井三了・

氏の報_~，s) に擁ると 6 柿類が場げられて}.1}るが，*荷には慣れてft.- られたいρ 又他にも未

だ記録がないので，主主11::新ft棉エゾナミハタケを附しJ1tぃ.

なお常該捕の記相交を称名護表者A.H.SMITII氏の記s械に基いて課11¥(括弧内)すれば

次の女nし。

L伺 ul1tllHKaufJilUlJJ'ii A. H. SMITII， Can. Jour. Res C. 24， p. 118， & 

PI. 1， f. 1-9， 1946; BIF.R， Foster and Salisbury: Can. Dept. Agric. 

1、'ech.Bull. 56， Pl. I1I-V， 194H; BIER F. E.: Some Common tree 

dis. Brit. Col. p. 19 & PI. 19， fig. 1-6， 1949. 

“.，1部の幅は 3-8cm，rjl哨4丙尚ミ追:j1.な主るも後に帆
縁端にて波j欣り伏~， J必え耐は乾燥し， 千タ初担切Jめは偽制iiJカか込い綿モ朕被f榎置に依つ七i次矢内色2な=るも. IUJもなく

無モ，白色なるも暫らくして肉色を帯広:る草色;蘭摺は終生.tll生するか又は柄の炎商に

長〈低〈稜線を漉す如〈妥生，申i;~'i狭 L ，白色叉は淡車[梢色，株dJJは微細分三官指欣;柄は:l{;・さ

3-6cm， ~さ .5-12mm，写;{東，雪高級!，中央生又は偏心生，乾燥す，帯白肉色を帯びた梢

色;胞子は 5-6X 2-311; Pleurocystidiaは6-1的 xi-12μ，類i刈場形又は紡錘欣中太形

~旦す

主守主樹木: シトカトウヒ，エゾマツ。

分布: 北米カリフオルユア州， ウオシントン州，オレゴン州，英領コロンピア，ク

キーンシヤロッテ向，其の他，アラスカ南京都，日本北，iTi道a

京1ft: エゾナミハタケ(新締)

標本: 基本標本;シトカトウヒJ'.，北米カリフオル=ア州フオートディツク， 193i 

年 11・月 8R， A. H. SMITH氏持集(ミシガン大勝及びオグウ農務同菌類標本宅にイ子世)。

北海道根本: エゾマツ上; 脆振岡千成郡.i!.{庭，必庭後u烹貯水FIJi'， 昭和2a年 91J
13 R.亀井専次(柑朽材); 天機関中川郡理¥':-'F，三筒木村i:場貯水場， Ufl和部品l三911221]，

亀井#次('{~~朽材); 犬蟻岡中川郡似字イ}i，美深林務者哲=内道千{林内，昭和22!.F 10 H 15 I-l， 

網fr俊雄(腐朽材及び f貨体); 札帆郡紙谷本工場土場，昭和26"1'.4 H (札幌符林署管内砥

石山附近様.#より鍛出入組対:専失及び網合俊雄(倒朽材); イi狩岡上川郡屠辺映，上川狩林
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宗管内居室峡粧骨l盛35林海E内，昭和27年 911 24 1'1範井..i1f.*噌';(腐朽材及び子賞休)。

BIER及び N()I¥! . F.，，2)に撮れば，子賞休は[))j. 6 T:J， 9 rJ及び10Hの聞に多数獲見さ

るるnlであるs又常に空気に附された孔欣部の縁の材部から護達して肘たが，被将樹木の
周聞の土地，伐桜来線等を丁寧に検夜したけれEも 1回も護見し得なかったと云う。

叉北海道に於ける了・賞体の標本は，標本探集時より少し前(昭幸1126年秋季)に伐掠した

大符

共の他に孔J欣り伏t部内側で健全郁との界に近い鰐色し7たζ材部には成熟したものと共に4未占没委熟友でで'[菌指

柄のみにJ止1:ニり， lf4，f材上に散;従して居るものも術朽材と共に探集するととが出来た。

叉昭和1271，ド9JH乙府主映の岡有林内で遡遇したもので， 己に徐科l-.'iい聞に倒下した

と思bるるエゾマツk{桜木村抜本の横断耐に現れた孔欣部1mの本TU-.に殻生した(第10凋

版 10)。此の樹幹は樹皮己に制脆して肘ったが，府朽孔1111の材部は健全な視を示した。

BIER 子宮:ゎ，町は北米英領コロンピヤで，シトカトウヒの近時{支持した樹幹の孔欣部に附

随した場合， }丸L:太友の

J丸u太4の誠H向i孔欣郁に多童敢主費主少生ド1=.し7たζ土場岳合に， 執れも小形の子賞休をH繋し， 共の術朽材， 菌

策組織及び}岩手伝胞子から犬々的.事惑を分隊し件， 之せ;が全く同ー・であるととが視察/:1¥ういたた

めに， J'.記の小形菌策が常該'{i{朽を起すものであると結論したので、あった。而して此の菌

僚の標本をミシガン.k島県の A.R. SMITH博士に送附して鑑定を求めた所， li;lÞ~~I:は過去に

保集した同ー・積の標本をも精有した結，*，ぷ記iI3、の報知1と断定し， 同k与Lの菌.唯F廃材f究有・

としてずイ4'.な KAUFFMAN教授に閃んで柿ti引を附し， ~与の新締・の記相交を BIER 等の論交~)

に上記した如くに登載するととを放諾したのであった。

而して SMlTll氏の視察に擦れば.コド菌はW4朕の快如，ノj、形貝つFftんど腎臓形Rつ沃謀

反低なき胞子，明瞭な剛毛休，申Ii部上J.えの締法及び共の特有な色調等にて他の近似積と臥

別し仰とした。 叉 KAUFFt.1AN数段は以前より本摘が米記杭の純であるとの見解を有して

民たrhで，量生聞にli.りて，太.?l~洋ìrOr:の地域で採wーしたが， 古い丸太の間叉は風倒でifi:な

りた樹幹下両の暗い場所司;で護見したとえに {Ilし恭本標本は，倒下したトウヒ艇の幹J二

の到る鹿に散生せるもので・あったとえう。

KAUFFMAN氏はrloj氏のノート中に L.umblicatusに比して肘るが， litj菌とは苦味のない

とと，胞子及び菌傘の形j伏が. Jl~刻lまたは{績かに中低の桁部形M匂;で匝別し得るしまた

L adhaerefls (ALs. et Scnw.) FR.に近似するも，共の粘afI:.，胞[.の大きなとと，相蛍の香
味の作すること等にて本報をl盛日IJ し得と。 {H. し色，寄~:，剛毛体及び澱粉的でない胞子の

貼にては L.adhaerl'f1sに似たるは KONRAD及び MAU削 .ANCの記せると同じであると。
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v. 寄主樹木と被害程度

本菌菌.は B町IE限艮&N附o河m肌sLl必E路岳.;s手量円〉う， BIs'R et al.汽s

共の寄守主:樹木はシトカトウヒであり，Z>るいは林中の丸太に本菌"7，賞体の費生せるととが

SMITH， BIER等に依り翻られ，あるいは共の製材の表的II'C午、悦哉ある腐朽を生じ共の附近

の材部からお{"義歯綜が MOUNCEに依り得られ，夫れが本菌であるととを NORL胞に依り

鑑定された。

一方，我が北海道に於てはエゾマツが寄ct樹木で・あるととが決定されたとと，上記の

如〈である。

今との 2稀の得 h樹木に就いて共の分割早上の1ft置を BEISSNERりに擁りて考うるに，

シトカトウヒとエゾマツは共にトウヒ局内の同・節 (Section11， Onrorica fVi/llt.)の中の同一

瀞(“Zappenschuppenlocker. dunn ausgefressen gezahnelt") IC線局して居る。/うち近維の積類

でるり，夫等2積にliijー菌策ヱゾナミハタケが特異の腐朽を示すととは有り得ぺきととと

領かれる虚である。

以上の外に今日の雌，本閣の省主樹木は知られていない。

ニ欠に本菌による寄ヰ1樹木の被害に闘しては， シトカトウヒの場合に糊して BrER等t，

BIER et alS)の級符がある。 lうち:伝木材杭t(Gross merchantable vo\umel の 0.9~ の損失で，

被害的責要性より見るとマツノカタハグケ(F1抑制 "i1li)，カイメングケ (Poly"orusSchweillitzii) 

抗ぴにツガサルノヨシカケ (Fomer"i町。la)に次ぐ第4fなを市むると。叉本商は普通銀株腐朽
を惹起するが時め， )I:木の元丸部分を惰朽する故，材慣上より見て第一級の材郁を損耗す

る。 本菌に悶りではシトカトウヒの第一級に属する材杭全体の 1.6%を領存する計算とな

るが放に，此の瓢ではカイメングケに次ぐ第2伎を，!iめると云う。叉被符木の解部al'C依っ

て見るに，其の線株都が孫だしく腕い部分にH.りて円されて昂る場合には， 長さ4()吠の

第2丸太， 時には第3丸太 (Bn来め， p.39)にまでも到迷するが， 比較的小教の散一復した孔

軟部を有する被害木では， 者ー過には第 1丸太の中途で腐朽がJI:って居ったと云う。 _.}j

ENGLs"RTH7)に擁ると，孔欣部が拘inchの場合には地上 18吠の高さに透すると記して民・

る。然るに我が北海道の場合は調1f:被害本の本数少友<.不充分ではあるがヱゾマツでは

第 I及び第 11岡版に示した如く，樹幹主主郁では相常の被害が現れ居ると共に共の腐朽孔の

有夜する絞高の高さは犬堕f:字イrriの場合では地上24J{恐らく今少し上方に及んで居た

が，暦安峡に於けるヱゾマツの場合では約40Jミに達するが如く思われた。 之をシトカト

ウヒの場合に比するとやや低-いととになるが，将来多くの被害本に闘して調布を必要とす

る。
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VI.考寮

エゾマツ知心材禍色孔欣腐朽は櫛朽裂として組めて顕ー苦で，丸太や製材の扶駄として

民意に航するものである。而も之を原因する菌.類が一報の繍菌であり，紋近に北米殊に英

領コロンピヤ地方でも護見出来るシトカトウヒの禍色孔欣腐朽を惹起する LentillluKaulf-

manii であると云う訴が岡故初の本報一;削ま菌感k挫ぴに林業上i'¥IJに興味aうるととと訓bね
ばならない。北米に於ては己に積々の交献に報ぜられてあるので，次に此苛;の記事とエゾ

マツの場合の事貨とを比較考察してみよう。

北米に於てシトカトウヒの技術朽に附して紋初に報;令したのは，北米カナダ農務局の

STEWARTt守寸:(常時は MissJ.MOUNじE)である。【Dotedisease of Sifka spruce (Picea sitckensis 

CARR.) In Report of the Dominion Botanist for the year 1926， pp. 20-23， Ottawa. H12，]。

li;j氏が間君主し且つ菌締を純粋増長し得た場合は，英領コロンピヤ1本;のシトカトウヒ材の新

しい挽材位ぴに北米コロンピヤから英聞に浩られたシトカトウヒ製材vqlから所訓“Dote"

をこ生ぜる放を以て摘IHされた材の21附であると云う。而して上速の培養‘曲.綿は共の後検え

檎いで保{t-されたが分類取的同3iiは侍されなかった. _.}j Bn・R 等めはカナダのクヰー

ンシヤロッテ応のシトカトウヒの樹朽を調子tの際に， -;;i該の補色孔欣腐朽がnT成り多くイ長

し，利H1上軍えであるととを認めたが， これに附する報告は極めて少ないととを知った。

そして上越の増益的斡の研究を NOBl.Eお量}が行って見ると， 前記 STEWARl・氏の分緩し保

存し?と菌綜と金〈同一で、あるととがゆjかとなった。 3災l!に野外で禍f色主孔j献p伏~\樹誕朽に随伴して生

す十写る菌耀の鑑定を SM附['1'1百1'11、'11氏にi求4求ミめて Lmi川it仰11削 h嵐誌の一新種でaるうるとi決』たと〉定i江:され， 此の事貨の公
表と共に BIER等が調査した種々の調交紡巣についてもえ妥的公衣わをこ行った。 此の報告

に従へば，原岡菌室匝は放近伐探した被害樹木の孔蹴晦朽に随f't;して生ヒ，特に丸太の端に

於ける樹朽激しい筒所の縁や，非常に古い丸太小口の孔欣部露出面に多数伴生したと報ヒ

アc事は記述の如くである。筆荷笥;も北海道被害エゾマツ欄朽孔内で護見した本繭子賞体を

精存.すると，.r.述 SMl'I・H氏の記事とよく一致した。 又エゾマツ被符木の孔欣部附近の腐
朽材から縛7ヒ菌綜の形態的，生態的性質はまた NOBLE.<.;7)の記する所とよく一致した。蓋

し同氏も記する如く("p. 341) r本商の薗締の培義的性質は著しく一定で直ちに認定し得る。
若し先行菌締闘内の特有な菌締を視察し，之をも含めて保附すれば共の検索炎範穆.は他の

何れの荷主員のとも一致したい』のでるる。 唯筆者句;の不若手とする所は，昭和26年手話季に

札幌でエゾマツ被害本(第 11刷版，， 8，めから分織し得た菌綜 (A~U は共の生態的性質に於

て，叉菌叢外視(第 I 附版 3) に於て些か典型~(BNJ.) (第 1I尚i版3)の場合と異る所ある事貨で

ある。斯かるズ".異が全く }}I)柿の菌によるものか否やを決定する何等の材料を得て既ない今

日，耳元前へ十li;jー菌として取扱うの1七むを得ない弐第である. f~ì念の13め雨前叢型 (A， Bl 
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の要項比較を第3炎で示した。

号大に本}笥の ~if朽の献態に闘し BlER サ;は先寸志感染筒所(Infection)に就いて論及して居

る。 jうち樹幹の根部(569杉)， rl1央部(侮娯36%，枝折・口 3%)説ぴに尖端部(5%)の何れより

も使挿が起るが，放も騒々根株と樹幹側面より感染すると記した。/うち通常樹幹第 1丸太

・(羽吹)及び第 2 丸太に感染が限られるが，時に第:~丸太にも被害部を護見するととがある

と記して陪る。父滋誠治2十分に供給されれば，長JtJ1に t{りて，百j綜が材内t乙生存し居り，

'貨に同年以上も以前に伐採した被55樹幹にも， f~f*i菌のー了・賞休の費生省と見るととを l明かに

して居るが， 此の範例に該詰・する被害本を騒1J映 :~5 林珂tエゾマツに於て昨年秋季に翻察

するととが/;1\ぅ~た。}~ちJ{:の樹皮は全く剥げ落ち，多少夫両の本a部の分解ーを起して居る

が如き倒主主樹幹であったが，共の材心部近遜は全く健全の如く見え，所々に孔欣郊をイ子し

たが，共の中HlI部批びに幹側にも子賞体が費生して民7c.。恐らく此の樹幹は徐干む式前に倒

下したものと柑;)1ごされる(第II刷版 10)， 之にますI〆主主j[[f支持した生本の孔!U(都内にも勿論

-[-賞休の費生を認められるととは，19261，Y.の仁字l1i様林内のエゾマツの場合に共の例を見

るととが出来る。恐らく了・質休探集前童文f.iljH前に伐探したものと盟、われる。

民!tr::f L献部に隣接する健全と見られる材部との~しい針照は特筆すべきととで，筆者

等は此の部分にも繭締の存花を鏡見するととがIHタ~た。--J; BIER ~Z) は本菌に 111 る被害

の性質に針しでも詳細な調布結果を述ぺ犬。 jうちクヰーンシヤロッテ応内森林では傾斜地

と千宅n.地を|日jわや被守本が1{-し， シトカトウヒ 19ii本に於て 1414簡の感染筒所中 91筒

所 (6.4%) は本菌に 111って行われて居り，又一地域に大将を起し，或る同部の金森~が悉く

本菌.によって害されるそ序のととはないとえう。筆者・はう4とだ被符樹に附する統計・的結果を得

る機合に遭遇しない。 sIER'予めは叉特別の附心を以て被ミキを幹の外骨111より判定し得るやに

就いて調脊ーしたが，本菌の子賞休は被待部が或る期Im~試に附された場合に，共の部分に

費生する牛持主をイfし，被将幹の側面，附近の池上に現るるととなきが放に，:tJ:本の紙態で・

は病樹を判別するとと不可能で・，従って本閣の被符が1m題を惹起するが如き少数本監より

成る樹君干にありでは，特に正確な手IJtl1材杭算定の困難を楽し注意を要すと記1した。又丸太

断面itc於ける本商孔欣部を日繋してJ与の被害を過大1視する傾きを生守とも述べた。

又 BIER等宮〉の本菌に閃るシ・トカトウヒ被害のお既に撮ると， 樹朽の末期には，腐朽

孔が多数となり互に癒合して，大なる腐朽鼠域を作るととを示して屑るが，子千がエゾマツ

の場合にもかかる欣態を昨認するととが向通~tと。

VlI.摘要

1. 北海道針繁樹心材'iif朽t(H報として，エゾマツの補色孔欣腐朽に開し共の悔朽~k

態，原閃菌の形態，ク持fi，生態対.ぴに被符の純度ベ~;i亡闘する調1f研究結果を記 L た。



(192 ) 

2. 腐朽材は，昭和126 年秋季，犬堕闘中川郡f:字:fij~t1毎llî有林内で、放近伐倒したヱゾ

マツ大保水(元ロ侭 1m)の心材部より得た(第If，剖版 1)。ー・見健全と忠、われる材部が腐朽孔

の聞に介在して居る。各商朽孔はやや¥'1';集するか又は散在し，共の内壁は茶補色又は黒制

色を弘し，組裂性を'1.した。孔の内部に憎朽材片が坑充されるか，又は大部分が滋股して

妥虚となるとともあった。腐朽材片の一部には白色菌締叢が紙欣をなして介在するととあ

り， 腐朽孔の大きさは斡の断陶.では 1.4-4.0x1-12cmで， 縦の}j向には 17-30xl.6-

10cmに及ぴ全体としては紡錘形を ?L，長軸は斡の長軸と一致する。幹の断函il'L現わる

る孔AA部の外形は，角形，側形又はレンズ形であった。通常共の内壁の主主主に接する所に

子賞休を費生した(第1，及11刷版).4対朽孔を有する範l剣は地上少なくとも 24バ，時には 40

Rに接した。腐朽孔!白iのー・見健全と見られる材中には菌紛の存在が認められた。又府当よ峡

岡有林内で， f捻粍以前に倒接したえ便本の新断面に特有の悔朽型と子賞体の生ぜる所主ご見

た(第11岡版 10.'.そして前述エゾマツ材からは常談曲.綿を分灘し得た。

3. 培養した菌締を，醤油，奏芽， .I.~鈴事事，支局黍粉本立tLぴツアベックス合成寒天培

養基に移析.して生長の比較試験を行った。繭締は間百・すればW;生，r'J色)~至貨ドi色，始め

は綿毛欣で(第1I制版 3)あるが，弐第に徴欣或いは縛:fij献をi乏した。移続.後9-13日で共

の表面に，菌綜の新築した小隣起を生ヒた。ペトリ.II1I.を被援するにが-J4週間iを要した(第 I

I刷版 3，6)。 先行菌締聞は安中幽赫附より約 lcmの幅だけ外側に賞展し，共の外維は完闘

である。菌綿の精度稀薄なため，反射光紘を以て健かに認め得。埋在菌綿はー・般に薄膜，

隔壁不鮮明，分伎故ぴ吋1子体多し。空中薗綜はややl峨，内倒壊少，侭2-仰に挫する。

t主食子酸，翠軍事散を含む崎主主主に移航するに，前符の場合では混合歩合が0.05%以上

の時は椴化帯を形成せや， 0.5% の時に於てのみ移.0\・が禍健した。後者の場合では O.~お%，

0.5%の時には5日f11'Lll!傑約 lcmの淡い棉色帯を作り 9Hf1に浪くなる純度であった。

よって後者・の場合には BAVENDAMMに従へば，不充分ながらセルローズi存解簡であるとの

決定が出来た。

4. f.:字;(tjエゾマツ上の的確は形態(特に柑の賞町，蘭摺，胞子，剛毛体等)の分類上

の婆貼のみならや，叉培接J二の性質，腐朽材の特徴が一致するを以て，北米シトカトウヒ

に生やる LentinusKauffmanii SMlTHと同定し，原著有・の記相文枕ぴに新和名ヱゾナミハグ

ケを附した。父上記の培義菌緑を，奏**天培ft基を容れた試験管内に移柏:後4筒n培養
した後，小形の子賞休を生じた事賞に依って， fて字命保集のヱゾマツ腐朽は該菌に閃るも

のと断定し得る。従ってヱゾナミハグケは北米両海Ji¥ カリフオルユア，英領コロンピャ，

アラスカ等のシトカトウヒの他に，日本北海道のエゾマツにも生やるととになる。菌剤は

野外に於て生本の腐朽孔内のみならや，己に伐倒後年を経た材幹耐にも毎年護1fする(第 I

|刷版 2，5).
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5. 本菌に依る樹幹の腐朽は，地上少なくとも 24尺，時に剖 Rに遣するととから見

ると，共の被害度は注目に値する。殊に腐朽孔が比較的大形でるり，且つ散在するととは，

採材，丸太品宅;付け等の賓際業務上に斡接左側係を有する。

6. エゾマツ丸太の褐色孔AA腐朽材より得た培養菌綿で，ヱゾナミハグケの菌綿の本

来の増義的性質と多少異なる系統が甑察されたが，赴が如何なる分類接的意味~有するや

は将来の研究を侠つ(第3表参照)。
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1X.附田説明.1・眠
l ヌ麹圏中川書111工学布，北海道有林内に於ける被害エゾマツ生木根際総断面に於ける腐朽

孔{側方の大形腐朽孔中にはエゾナミハタケの子賞体を十重量筒採集し得た)。約 1/18

2. 同上腐朽孔のー官官を示す。禍色.裂性腐朽が鮮明にま見れ，:fL慢の所キよりエゾナミハタ

ケの枯れた子賞休校びに薗柄のみ溌迭したものが認められる (1/3)。

3. 多芽雪辱天培餐基上にft(養した商事車14日後の朕型車。先行酋綜聞を績かに認む。(約1/3)。

3'.利息壁紙谷木工場こ上場エゾマツ材彼害銅【(.11困版7)より得たA後型菌織の多芽寒天上2

週間後の前線(約 1/3)。

4. 参ヲF寒天まま餐基上にま書養した荷量産の移植後6週間のもの(約 1/3)。
5. 1闘に示した被害木腐桁孔中に量産生した子賞体の一部，採集後暫時id鱗演にしたるを出

して織彰したる放樹新鮮度を失う(官t物火)。

6. 試験管内多芽寒天滞養主主に生じた小降起を有する首荷量Eと移植後4ヶ月にヨ足りて1tの上端

に生じた子貨体(精鋭小)。.n圃飯
7. 札幌市紙谷ホT.c場内被害エゾマツ火事聖水の綴際断面に現れた腐朽孔(約 1/17)。此の腐朽

孔110の材より A型商事車(第I聞販めを得た(約 1/18)。

8 同上被害材斡を挽材にした板面に現れた iケの腐朽孔の側面闘(約 1/針。

9. 同』ニ，他の被害根(約 1/12)。

10. 石狩園上川郡屠雲峡紐1111(第35林境内エゾマツ倒木の断面に現れた腐朽孔波び健金部

との界に重量生した薗重量{約 1/8)。

Explaoatlon of Plat伺・
PI. 1. 
1. An affected jezo spruce from Niup forωt， Prov. Tωhio showing several typical 
brown p<児ketrots at泊施 buttend (lnside tbe largerぴ光ket，there were grown 
more than ten sporophores of Lent伽 8Kauffmanii. About 1/18. 
2. Pocke飽 containingbrown cubical rotted wood. From the peripheral part of 
tl砲伊国巴ket， an old etfeted sporop加問創 well凶 severalimmature onωare 
shown. A 戸rtofめeatfected log shown in fig. 1 0/3). 
3. Two weeks old mat of mycelia of type B (came from Niup spruce) on malt agar 
medium. Limit of advancing zone is indistinctly s伺 n(About 1/3). 
3'. Two weeks old mat of myceIia of type A (巴amefrom an atfect咽 logat Kamiya 
mill in Sapporo) on malt agar medium (About 1/3). 
4. Six weeks old mat of my'田 liaof type B on malt agar medium (1/3). 
5. Sporophores of Lent仇 U8Kauffm仰が grownin a似lCketof Niup spruce (Photo-
grapted after immersing in alcohol) Na加ralsize. 
6. A s卯 mがloreof L. Kauffman必 grownon malt agar medium， 4 months after 
reialation (Slightly reduc剖)

PI. II. 
7. Three po巴ketsshown on the end of j侶 ospruce log at Kamiya mill in Sapporo 
(A bout 1/17). 
8. A sawn b岨 rdof the log shown in fig. 7. showing tbe side view of a single 
p<>eket (About 1/9). 
9. A sirnilar以m吋 totl叫 infig. 8 (About 1/12). 
10. An affected tree of j筋ospruce at Sounkei， prov. Ishikari s加wingtypical pockets 
and a s伊，rophoregrown at the margin of rotted area. (A加ut1/8). 

後 1tの他の酋は B砲で仁字耳b・エゾマツより分.した。
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Summary 

Brown pocket heart-rot in the case of 8itka spruce was reported by B1ER and NOBl.}<~o.;2) 

to destroy the merchantable contents of many of the larger trees in the Queen Charlotte 

Islands， B.C. 80 far as our country is concerned， however， the occurrence of this rot has 
never been reported. 

The attention of the senior writer， investjgating the rot problem in the w∞d of 
coniferous trees in Hokkaidら， has already been paid to the characteristic brown pocket heart 

rots frequently observed on the end of logs of jezo spruce (Picea jeZQensis CARR・)， near 8apporo. 

(Pl. 11 figs. 7， 8， 9) After repeated isolations from many simi1ar decayed logs， a peculiar 
strain of isolation was obtained by the junior writer from the parts adjoining brown 

pocket rots in the heart of a large freshly felled jezo spruce in the autumn of 1951 in the 

Niup forest， Prov. Teshio (Pl. 1， fig. 1). The culture (Pl. 1， fig.4) showed growth habits 
quite identical with those described by NOBLES (2， Pl. 1， fig. 9). The whitish nodulose 
surface of the older culture and the characteristic circular advancing zone of the younger 

cu¥tures were also observed (PI. 1， figs. 3， 6). Moreover， inside the larger peripheral poヰket，
there were found some dozen， very charaeteristic sporophores (Pl. 1， fig. 5). Continuing 
the observations on the isolations from Niup mentioned above， the junior writer obtained， 
at length， a small fruit body fully identital with those in the field， produced by chance at 
the apical portion of the malt agar slant about four months after reisolation 'Pl. 1， fig. 5). 
The spores， lamellae， cystidia and other essential characters of the Niup fungus were careful1y 
investigated by the senior writer causing him to conclude to identify it as Lentinus Kauf/manii 

8MITH on which BIER町 NOBLES1町，sIF.R and othersa) have intensively investigated. On 
8ept. 24， 1952， the senior writer and others also happened to detect the same fungus on 
the log end of another trees in Sounkei forest， Prov. Ishilcari. The tree had fal1en long 
since， decortiωted and was a little worn at the peripheral part of the sap wood but having 
apparently sound intervened areas among several brown rotted， scattered pockets (Pl. 11， fig. 
10). The pockets on the squrce logs of the Niup forest were measured to be 1.ι4.0x 

1.2-12cm. They were round， lense-form， and somewhat angular on the cut surface gf 
the logs but far longer up to some 30 cm toward the direction of the grain of the trunk 

taking the fusiform shape in t 


